
研究交流会2016

2016年6月9日
一般社団法人人間生活工学研究センター
（HQL）



本日の内容

1. 人間生活工学製品機能認証
報告、意見交換

2. 人体計測プロジェクト提案
報告、意見交換

3. 企業別研究会の紹介
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人間生活工学製品機能
認証 報告

 認証の概要
 認証製品
 広報活動

Research Institute of Human Engineering for Quality Life
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4■ 人間生活工学製品機能認証
人間生活工学ガイドラインに基づき、製品の作り手（売り手）と使
い手（買い手）との間において、人間生活工学的機能に関するコ
ミュニケーションを適切に行わせること。

HQL製品機能認証とは：
当該製品が、人間生活工学的機能の発現のために適切な開発 プロ
セスを経ていること、人間生活工学的機能が適切に記述・表示され
ていることを審査し、その機能を認証する。
 製品とは： 販売することを目的に作られた工業製品。

ソフトウエア、システム、製品に付随するサービスも含まれる。
 人間生活工学的機能とは：

人間の日常生活の改善が図られ、安全、安心、健康、快適、便利な生活の
維持・増進に寄与することが期待できる「人間に対する効果や影響」。

 記述・表示とは：
人間生活工学的機能を説明・訴求する記述・表現のこと。
（キャッチコピー、機能説明、根拠データの記述など）
ここでは、これをディスクリプションと呼ぶ。
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■ 認証対象と認証のための審査項目

製品機能説明書
●ディスクリプションのリスト
●機能の開発プロセス
（ディスクリプションの根拠）

認証申請書
●製品の範囲、他の受賞歴
●申請者名、連絡先
●添付資料

製品の機能

人間生活工学的機能
の発現

ディスクリプション

人間生活工学的機能
の記述・表示

認証のための審査項目
製品機能説明書において人間生活工学的機能の発現が論理性、再現性をもって説明されている
こと、そしてそれがディスクリプションにおいて適切に記述・表示されていることを審査。

○認証対象：製品の機能＋記述・表示（ディスクリプション）
○認証のための審査項目：開発プロセス＋記述・表示（ディスクリプション）
○審査方法：書類審査。製品の現物試験は実施しない

要求定義 設計 試作評価 製造 製品

ユーザフィードバック

人間生活
工学的機能

記述・表示
（ディスクリプ
ション）

機能の開発プロセス



認証製品
（会社名の五十音順）
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モーションコントロールタイツ
走るためのタイツ。サポート構造により、膝
が受ける着地衝撃を減少させます。走ってい
る時の大腿部の振動や、膝周りの皮膚ひずみ、
膝の負担を計測し、着用効果を検証しました。
■機能の名称
レッグバランス機能
■ディスクリプション
レッグバランス機能のタイツを着用して走る
と
・膝の着地衝撃が小さくなる
・膝の横揺れが小さくなる
・太ももの揺れが小さくなる
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株式会社アシックス



電気掃除機「らくわざグリップ」「新らくわ
ざグリップ」「らくわざフリーグリップ」

株式会社東芝

握りやすさを追求したグリップです。押
し・引き・ひねりの操作が簡単で、手首の
負担が軽減され、いろいろな場所を軽快に
掃除することができます。
■機能の名称
らくわざｸﾞﾘｯﾌﾟ，新らくわざｸﾞﾘｯﾌﾟ，らく
わざﾌﾘｰｸﾞﾘｯﾌﾟ
■ディスクリプション
・手首の負担を軽減
・押し、引き、ひねりの操作が簡単
・使う人の多様な“持ち方”に対応した、握
りやすさを追求
・様々な人の声を反映して、共に創ったグ
リップ形状 Research Institute of Human Engineering for Quality Life
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スバルフォレスター，スバルXV

冨士重工業株式会社

日常での安全・安心・快適と利便性を兼
ね備えるクルマです。視界，空間，表
示・操作系，走行性能，潜在的事故回避，
顕在的事故回避，衝突安全の各機能で、
効果を検証しました。
■機能の名称
・全方位の直接視界のよさ
・車両感覚が掴みやすい視界 など計16
■ディスクリプション
・安全運転をサポートする良好な視界
・広々と感じられる室内空間 など計11
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マツダ アクセラ
さまざまな情報を自在に活用しながら、気
持ちよく安全にドライブを楽しめるコク
ピットを採用したクルマです。
■機能の名称
・運転に集中できる「ヘッズアップコク
ピット」コンセプトに基づく新世代ＨＭＩ
・判読しやすく視線移動が少ない7ｲﾝﾁｾﾝﾀｰ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ など計4
■ディスクリプション
・運転中に扱う情報を「走行情報」とそれ
以外の「快適・利便情報」に明確に分ける
ことで、確認時の迷いを少なくしています。
など計4
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マツダ株式会社



スタスタ歩けるウォーキングタイツ
ウォーキング専用のタイツ。膝関節の伸展をアシス
トする構造により、歩行速度が上がります。習慣的
にウォーキングする方向けに開発しました。
■機能の名称
・歩行オーギュメントタイツ（Gait Augment 
Tights）
・歩行アシストタイツ（Gait Assist Tights）
■ディスクリプション
・速く歩ける ・歩行中の膝の振り出しをアシスト
する
・スタスタ歩ける※ ・快適歩行速度を向上させる
※「スタスタ」は快適歩行速度が向上した状態と定
義しました。
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ミズノ株式会社



シューズ（be，be2，beTE，
beフィットネス）

日常の生活シーンで履いて歩くことで、
足が持つ様々な筋肉の活動をより活発に
するシューズです。歩行時の下肢の筋活
動が一般的なシューズよりも大きくなり
ます。
■機能の名称
・筋トレシューズ
・筋活動増大シューズ
■ディスクリプション
・歩くだけで筋トレができる
・歩くときの筋活動がより活発になる
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ミズノ株式会社



腰部サポートウェア rakunieラクニエ（2015年モデ
ル）
腰部サポートインナーcalena（カレナ）
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株式会社モリタホールディングス

ラクニエ（2015年モデル）は、ラクニエ（2012
年モデル）のサポート機能はそのままに、ユー
ザーアンケート結果を反映して、大幅な着脱性の
向上を実現しました。
椅子に座る時などサポート力が不要な場合は、お
尻のバックルを外すだけで、サポート力を解除で
きます。

カレナは、服の下に着ても目立たない、女性のた
めの腰サポートインナー（タンクトップ、ショー
トレギンス）です。
介護・看護の現場で負担の大きい清拭・オムツ交
換など、前屈みの姿勢を保持する時の背筋をサ
ポートします。また一日中違和感なく着用できる
ように、前屈み時の最大サポート力は不快に感じ
ない大きさに設定しました。



腰部サポートウェア rakunie
ラクニエ（2012年モデル）

介護や農作業など、前屈み姿勢が多
い方を対象とした、新しいタイプの
腰部サポートウェアです。日常的な
動作を邪魔せず、腰部の負担を軽減
します。
■機能の名称
必要時のみ発揮する，腰部サポート
機能
■ディスクリプション
・腰が楽 ・腰部負担の軽減
・日常動作を邪魔せず、深く前屈し
たときだけ腰をサポート
・前屈時のみ筋をサポート など計8
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株式会社モリタホールディングス



広報活動
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イベント展示
 セーフティグッズフェアwithサ
イエンスアゴラ（2014年11月7-
9日）

 スポルテック2015出展（2015年
7月28-30日）

 平成27年度感性・人間工学研究
に関わる成果発表会出展（2015
年3月1日）
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16



講演
 兵庫エレクトロニクス研究会（2014
年11月27日）

 家電製品協会（2015年2月6日）
 ひろしま感性イノベーション推進協議
会（2015年2月18日）

 第12回デザイン人間工学報告会
（2015年9月4日）

 福祉用具開発支援講座 第1回（2015
年12月10日）
 モリタホールディングス様

Research Institute of Human Engineering for Quality Life
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寄稿
 INDUSTRIAL ART NEWS NO.44＋産業工
芸研究NO.26，財団法人工芸財団＋日本工
芸技術協会，2014年9月15日発行

 標準化と品質管理，Vol.67 No.9，一般財
団法人日本規格協会，2014年9月15日発行
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広告
 平成27年度日本人間工学会関西支部大会
講演論文集

 2015年度日本人間工学会関東支部大会第
45回大会講演集
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人体計測プロジェクト
提案 報告

 活動経過
 研究会
 提案活動

 提案コンセプト
 今後の予定
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活動経過
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2015年
11月

2016年
1月12月 4月

提案第1案作成

6月2月

第1回

3月 5月 7月

METI提案1

意見交換：研究会・主査（メール）研究会

提案活動
METI提案2

提案第2案作成



人体寸法・形状データ更新
プロジェクト研究会



メンバー
主査 美濃 導彦 教授（京都大学 学術情報メディアセンター）

産 株式会社アシックス
積水ハウス株式会社
日産自動車株式会社
パナソニック株式会社
マツダ株式会社
株式会社モリタホールディングス

県立セ
ンター

奈良県産業振興総合センタ－
兵庫県立工業技術センター

Research Institute of Human Engineering for Quality Life
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（敬称略・五十音順）



研究会の趣旨・活動概要
 目標

 時代に合った、人体寸法・形状データの更新プロジェクトを立ち上げる。

 活動概要
 公的資金獲得のための情報収集と提案書作成
 計測の技術面・運営面の情報共有・合意形成
 データベース構築、管理、提供に関する情報共有

 実施方法
 ２か月に1回程度のプロジェクト会議（定例会）
 メールベースの情報共有、意見交換
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第1回：2015年11月30日
1. 趣旨、スケジュール説明：HQL
2. HQL会長挨拶
3. 研究会主査挨拶
4. 参加者自己紹介
5. 話題提供「計測技術と情報社会」：主査 30分
6. ミニプレゼンテーション「⼈体⼨法・形状データの活⽤事例と更

新プロジェクトへの期待について」：アシックス様 20分
7. 意見交換（公的資金獲得に向けて）： 45分

テーマ：「新しいビジネスの創出、地方創生に寄与するデータの
あり方とは」 「今までにないデータ収集のアイディア」 ）

8. まとめ：主査
9. 今後の予定：事務局
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提案活動
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経済産業省へのプロジェクト提案

 デザイン政策室
 繊維課
 製品安全課

 情報通信機器課
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提案コンセプト
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「日本人の人体寸法データベース
2004-2006」の課題

 18歳未満の子どものデータがない
 ばらつきが大きい70～80歳代のデータが少ない
 年齢・性別以外の属性情報がない
 顔の形状（目鼻口耳）データがない
 個人の生活と結びつく情報がない

 最新の体形情報ではない
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IoT×人工知能の活用
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IoT
家電
自動車
ロボット
介護機器
健康機器
HEMS
PC
スマホ
タブレット

人工
知能
機械学習
ディープ
ラーニング
など

ビッグ
データ

製品・サー
ビスの提供

管理運用

提供・運用する
相手は人間



大規模計測から小規模計測へ

Research Institute of Human Engineering for Quality Life
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これまで
大規模計測による収集・活用

これから
小規模計測による収集・活用

計測 ・一定の時期・場所で
・同一の計測機器を用いて
・まとまった人数を計測する。

・あらゆる場所・機会で
・さまざまな計測機器を用いて
・一人でも計測する。

入手 データは、計測した機関が
入手し、データベース化する。

データは、本人が入手し、信頼
できる機関に預託する。

活用 計測した機関が、統計データ
として整備し、企業・研究
機関等に提供する。

預託された機関が、提供者本人
のために管理運用するほか、
企業・研究機関等に貸与する。

➡データの自動更新が可能



小規模計測による収集・活用
スキーム
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公的機関の管理監督

施設
・セキュリ
ティチェック

医療機関
・CT
・人間ドック

介護予防
・運動画像
・歩行分析

人間工学評価
・計測値

スポーツクラブ
・身体情報

多様な個人に合っ
た製品・サービス

• ついでに
• 服を着たままでも

体形情報の効率
的な利用

↔ ↔

個人データを預
かって、個人の
ために管理運用
する。

企業に統計デー
タを提供する。
企業の希望する
個人データを
収集する。



実現に向けての課題

1. 簡易計測装置の開発
2. データ互換技術の開発
3. 個人情報保護のための匿名化技術の開発
4. データ提供者との合意（個人情報の預託、
データの再利用）

5. 経済的マイノリティ（高齢者、障がい者、
子ども）への対応
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今後の予定
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今後の予定（案）
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2016年
6月

提案第4案作成

METIほか提案4

第2回開催研究会

提案活動

METIほか提案3

テーマ別提案第3案（IOT）作成

7月 8月 9月

テーマ別提案第3案（健康・高齢者・介護）作成

個別ヒアリング



企業別研究会の紹介
 現在進行中のものをご紹介いたします。
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心身特性と価値変化を探る研究会
2016年度テーマ
「美味しく感じるカトラリー研究～喫食時の身体
的機能と感覚器官から～」

Research Institute of Human Engineering for Quality Life
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主査：株式会社HALデザイン研究所 石本明生氏
有限会社インテント 大塚祐子氏

 加齢やその他様々な症状によって、摂食に課題のある方々がいる。介護
食など食品には配慮されたものが見られるが、スプーンやカップなどの
食事道具においては、持ち手部分の工夫だけで、口に接する部分は科学
的に検討されたものが見当たらない。食事道具のデザインを工夫するこ
とで美味しく食べられるようにしたい。

 複数の企業や個人に参加を呼びかけ、研究のみならず製品開発までを視
野に入れた活動を実施する。

 調査研究活動を通じて、「喫食時の身体的機能」と「美味しく感じる感
覚」との関係にも迫りたい。
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 人の摂食・嚥下機能について、専門家の協力を仰ぐ。
オープンな講演会を開催する予定。
向井美惠（むかい よしはる）先生
1997年 昭和大学歯学部教授
2013年 昭和大学名誉教授
口腔衛生，小児歯科の分野から
高齢者・介護・リハビリテーション歯科に関わる多くの専
門学会でご活躍。昭和大学退職後，ムカイ 口腔機能研究所
を主宰。

美味しく食べる上での検討課題
• 口と手の協調（量の調節による味わいの変化）
• 口唇圧（口蓋ヒダでの物性把握と味わいの関係）
• 口角間距離と食具サイズの関係 など

心身特性と価値変化を探る研究会
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